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ボーリング柱状図
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礫混じりシルト。
径2～75mm程度の礫が混じる。コ
ンクリート塊等廃棄物が混じる。

軟らかい。腐植物が混じる。
径2～30mm程度の礫が混じる。

ピート主体。砂～礫分が混じる。

腐植物が混じる。径2～10mm程度
の円礫が混じる。

中位～密な。径2～30mm程度の亜
円～円礫主体。
3.2～3.4m付近は軽石(灰白色)が混
じる。
4.0m付近より粘土分が少ない。
4.3m付近より砂分が多い。

軟らかい。
微細砂が混じる。

微細砂が主体。

所々、細砂の薄層を挟む。

粗砂分が混じる。細礫が点在する
。
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